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　県では毎年８月を「人権啓発強調月間」とし、人権の大切さについて考えるきっかけとなる、さまざまな行事を
行っています。

８月は「人権啓発強調月間」です。

人権の大切さについて考えるチャンス！

　おもちゃにとっての最高の幸せは、子どもたちと過ごす楽
しい時間。でも、子どもはやがて成長し、おもちゃを必要と
しなくなる日が必ずやってくる。成長したアンディと別れな
ければならない、おもちゃたちを待ち受ける騒動とは？

　小さな森に住む小さな仲間たちが、自分や友だちそれぞれ
の良いところを見つけるすばらしさを描いたお話です。どん
ぐりやきのこたちが持っているそれぞれ一番のものはなんで
しょう。

※天候などによっては、日程が変更になる場合があります。くわしくは、上の表の「お問い合わせ先」へお尋ねください。

上映日・開場時刻

8月 3日（水）13:00～

8月 4日（木）13:30～

8月 5日（金）13:30～

8月 6日（土）18:30～

8月 7日（日）13:30～

8月 9日（火）12:30～

8月11日（木）13:00～

8月12日（金）13:30～

8月17日（水）10:00～

8月18日（木）12:00～

8月19日（金）18:00～

8月20日（土）12:30～

8月21日（日） 9:30～

会　　場

宮崎市民文化ホール・大ホール

門川町総合文化会館

椎葉村立大河内小学校体育館

五ヶ瀬町町民センター

都農町民図書館

高千穂町自然休養村管理センター

日南市保健福祉総合センター

日向市中央公民館

西米良村基幹集落センター

諸塚村中央公民館

美郷町西郷ニューホープセンター

西都市文化ホール

トロントロンドーム

お問い合わせ先・電話番号

宮崎市総務法制課

門川町総務企画課

椎葉村総務課

五ヶ瀬町総務課

都農町総務課

高千穂町総務課

日南市協働課

日向市人権・同和行政推進室

西米良村教育総務課

諸塚村総務課

美郷町生涯学習課

西都市市民協働推進課

川南町総合政策課

（0985）21-1721

（0982）63-1140

（0982）67-3201

（0982）82-1700

（0983）25-5710

（0982）73-1200

（0987）31-1125

（0982）54-0227

（0983）36-1111

（0982）65-1112

（0982）66-2130

（0983）43-1204

（0983）27-8002

◎ ８月の上映日程 ◎

 「トイ・ストーリー３」（106分） 「みんな いちばん！」(13分) 

©Disney／Pixar ©5スタジオ・バンクエスト

映画を見て考えるチャンス！夏休みふれあい映画祭
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　県内の小学生・中学生・高校生（小中一貫校、中等教育学校、特別支援学校の児童・生徒を含みます。）のみな
さんから、人権をテーマとした作品を募集します。

【募集する作品】
■作　文
　400 字詰め縦書きの原稿用紙で、小学１年生～３年生は３枚以内、
　小学４年生 ～６年生、中学生、高校生は５枚以内
■図画・ポスター
　四つ切りの大きさの画用紙。（小学４年生～６年生、中学生、高校生は、
　絵の内容に合う文字、たとえば標語などを入れてください。）

【作品の提出先】
　各学校に提出してください。しめきりは、学校にお問い合わせください。

　各賞の受賞者には、賞状と賞品を授与します。（なお、最優秀賞、優秀賞、宮崎日日新聞社賞の受賞者については、
12 月の人権週間に合わせて、授賞式を行います。）
　また、応募者全員に参加賞を差し上げます。参加賞の賞品は、来年２月下旬ごろにお送りする予定です。

「夏休みふれあい映画祭」または人権啓発アニメ
「夢、空高く」をごらんになった感想をお送りくだ
さい。抽選で記念品をさしあげます。
（住所、氏名、学年または年齢、電話番号をご記入
ください。）

【感想を送る方法】
郵送、FAX、または電子メール

【あて先】
〒 880-8501　宮崎市橘通東 2-10-1
県庁８号館６階  宮崎県人権啓発推進協議会
FAX（0985）32-4454　　   
Ｅメール　jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp

【締め切り】
平成 23 年９月５日 ( 月 )

（郵送の場合は当日消印有効）

※ ご記入いただいた個人情報は、感想についてのお
問い合わせと記念品の発送以外には使用しません。

　成績優秀な中学２年生の主人公。両親の期待に応えること
が心のストレスとなっていた。そんな主人公の気持ちを理解
し、また、励ましてくれる大人とのふれあいを描いています。
この作品を通じて、「人それぞれが自分らしく生きる」とい
うことを改めて考えてみませんか。

平成22年度  図画  小学生  ３年生以下の部
最優秀賞　宮崎市立東大宮小学校１年
　　　　　　　　　　　　　持原なずなさん

「夢、空高く」
８月12日(金) 14:05～14:50（UMKテレビ宮崎）

テレビを見て考えるチャンス！人権啓発アニメのテレビ放映

作文や絵をかきながら考えるチャンス！人権に関する作品募集



正しい採用選考とは？
　正しい採用選考とは、ひとことで言えば「本人の適性と能力のみを採用選考の基準とする」ことです。「就職」は、

社会生活のうえでも、自己実現のためにも、人生に大きな影響を与えます。そして、企業にとっても、優れた人

材を獲得することは成長・繁栄に不可欠なはず。偏見や先入観、慣習で採用選考がされていないか、以下のポイ

ントを再確認してみてください。

正しい採用選考のために
　採用基準は

　　「女性だから能力がない」「障がい者では仕事ができない」などと決めつけていませんか？

条件に合う人が誰でも応募できるようになっているか確認しましょう。

　【チェックポイント】

　　①雇用条件・採用基準は、あらかじめ決めてありますか。

　　②性別や親の職業など、本人の適性や能力以外のことが採用基準に入っていませんか。

　必要のない情報は出させてはいけません

　 　たとえば「本籍地」「家族構成」「親の職業」などは、仕事に影響を与える事柄ではないはず。職務を遂行す

るために必要な能力は何か、そのためにどのような選考が必要かを検討してみましょう。

　【チェックポイント】

　　①統一応募用紙や厚生労働省が定めたもの、JIS 規格の履歴書用紙以外の用紙を使っていませんか。

　　②住民票の写しや戸籍謄本などを提出させたり、身元調査を行ったりしてはいけません。

　　③「なんとなく」で、不必要な健康診断をしていませんか。

　面接では

　 　事前に質問内容の打合せを十分に行いましょう。本人の適性と能力に関係のない質問や、逸脱・興味本位の

質問をしないようにしましょう。

　【チェックポイント】

　　①面接の目的、面接によって判断する目標が明らかになっていますか。

　　②質問内容は、習慣や伝統にとらわれず、十分な検討がなされていますか。

　　③面接担当者は適切ですか。（面接技術、観察力、偏見がない、感情に左右されない など）

　公正採用選考人権啓発推進員の選任をお願いします

　 　差別のない公正な採用選考を確立し、企業内の人権啓発を推進するために、現在多くの企業のみなさまに公

正採用選考人権啓発推進員の選任をしていただいています。まだ選任されていない事業主のみなさま、この機

会に選任をよろしくお願いします。

（お問い合わせ）宮崎県商工観光労働部労働政策課　TEL （0985）26-7106 　 FAX （0985）32-3887
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　宮崎県では、ハンセン病問題について、県民の皆様への正しい知識と理解を深めていただくことを目的として、

国立療養所星塚敬愛園の御協力をいただきながら、「ハンセン病語り部派遣事業」を実施しております。

　これは、現在も療養所に在園しているハンセン病元患者の方に、学校や各種団体で、自己の体験を元にした講

演をしていただくというものです。

　県が窓口となって、講師派遣の手続や日程の調整、講演にかかる費用の補助などを行っていますので、人権教

育や講演会の場において、ぜひ御利用ください。

講    師：国立療養所星塚敬愛園（鹿児島県鹿屋市）在園者

　　　　 （元ハンセン病患者）

講演謝金：不　要

送　　迎 ：不　要

派遣対象：各種団体、学校等が企画するハンセン病講演会（100 人以上）

○お問い合せ先：宮崎県福祉保健部健康増進課　疾病対策担当

　　　　ＴＥＬ：（0985）26-7079

　　　　ＦＡＸ：（0985）26-7336

◆ハンセン病について◆

　ハンセン病とは、1873 年にノルウェーのハンセンが発見したらい菌によって、主に皮膚や末梢神経が侵さ

れる感染症の一つです。この菌の病毒性は非常に弱く、感染しても発症することはきわめてまれであり、1943

年のプロミンに始まる化学療法剤の効果によって、確実に治癒するようになりました。

　有効な治療がなかった時代には、顔面や手足などの後遺症が目立つことから、恐ろしい伝染病であると考え

られていました。そのため、わが国では「らい予防法」によって、全てのハンセン病患者を療養所に隔離収容

するという厳しい対策がとられました。らい予防法は、1996 年に廃止され、現在は普通の病気として一般医

療機関でも治療されます。
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「ハンセン病語り部派遣事業」について
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　犯罪等の被害者及びその家族・遺族に対して、精神的ケアなどの支援を行うとともに、広報・啓発活動を行い、

社会全体での被害者支援意識の高揚を図ることにより、被害者の被害の回復や軽減に資することを目的とする団

体です。

◆電話相談・面接相談
　月～金曜日 ( 祝日を除く。) 10 時～ 16 時　※秘密は厳守します。

　刑事・民事手続きの概要についての説明を行っております。

　相談専用電話  （0985）38-7830

◆直接支援
　○病院への付添

　○警察・検察庁の事情聴取、検証の付添

　○公判廷への付添、代理傍聴

　○葬儀の準備手伝い ( 遺族の場合 )

　○防犯ブザー等の物品貸出

◆専門家による支援
　○臨床心理士等による無料カウンセリング

　○弁護士による無料法律相談

　　※月 2 回要予約 ( ただし、電話相談により必要と認められた場合、随時対応可。)

◆広報・啓発活動
　被害者の置かれた現状と支援の必要性を社会に周知するための広報・啓発活動を行います。

◆被害者グループへの援助
　犯罪や交通事故に遭われた被害者やその家族、ご遺族の方々への交流の場 ( 癒しの場 ) として、

　被害者グループの結成を支援するとともに、活動を支援します。

　現在、交通事故遺族の自助グループ「あおぞら」が結成されており、その活動を支援しています。

活 動 内 容

「あおぞら」は、交通死亡事故被害者遺族の方が毎月１回

みやざき被害者支援センターに集い、遺族としての気持ち

を語りあったり、裁判等に関する情報を共有するなど、問

題の解決の糸口を一緒に模索しています。

（問い合わせ先）

公益社団法人みやざき被害者支援センター

☎（0985）38-7831
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　全国各地で、殺人、強盗などの凶悪犯罪や少年のいじめによる自殺など、「人の生命」を軽視した理不尽な事件

や交通死亡事故などが後を絶ちません。みやざき被害者支援センターでは、毎年「尊い生命～未来へ続く生命の

こえ～」と題した一行詩を県民のみなさまから募集し、コンテストを開催しています。一行詩の制作を通じて県

民のみなさまに「人の命の尊さ」について考えていただくことで、事件・事故が１件でも減少することを祈念し、

ひいては、安全で、安心なまちづくりに寄与することを目的としています。

（小学生の部）本部 小百合さん(新富町立上新田小５年)
　　　　　　目になみだをいっぱいためて　悲しそうに一声鳴いた牛さん。
　　　　　　安らかにねむってね。

（中学生の部）野村 美里さん( 国富町立八代中３年)
　　　　　　名前を呼ぶうれしさ。名前を呼ばれる喜び。名前を言うはずかしさ。
　　　　　　でも生きているからある自分の名前。

（高校生の部）長戸 優太さん(宮崎県立都城工業高校３年)
　　　　　　どんな機械を使っても　どんな技術を駆使しても、
　　　　　　命の重さは計れない。

（一 般 の 部）粟田 有美さん(延岡市)
　　　　　　楽しそうに歩く　ピカピカのランドセル　気をつけて帰ってね。
　　　　　　君の笑顔をお家で待ってる人がいるから。

（１）募集期間：平成23年７月21日（木）～平成23年９月12日(月)

（２）応募対象：宮崎県内在住の方(小学生以上)

（３）応募要領：一息で読める長さを一行として、50字以内で表現してください。

（４）応募方法：はがき・FAX専用の応募用紙にて受付。一人２作品まで。自作で未発表のもの。

（５）発　　表：11月上旬。入賞者への連絡をもって発表とかえさせていただきます。

（６）表 彰 式: 平成23年11月27日（日）13:30～

イオンモール宮崎イオンホール

最優秀賞  4名 (小・中・高校生・一般　各1編)　  優 秀 賞  24名 (小・中・高校生・一般　各6編)

入　　選  40名 (小・中・高校生・一般　各10編)　学 校 賞    3校 (小・中・高校　各1校)

（７）応募・問い合わせ先: 公益社団法人みやざき被害者支援センター

 〒880-0806 宮崎市広島1-13-10 電話（0985）38-7831 FAX（0985）65-7831

平成23年度の作品募集について

平成22年度最優秀作品

一行詩「生命(いのち)のこえ」 コンテスト
「尊い生命」～未来へ続く生命のこえ～
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私たちのくらしと人権
同和問題について考えてみましょう！

企業人権セミナーを開催します！
　様々な人権問題についての講演や企業における人権啓発の事例紹介など、企業 ･ 団体内で行う人権啓
発研修に役立ちます。企業・団体の皆様の御参加を心からお待ちしております。

１　日時　９月２日（金）・16日（金）・30日（金）　　　　　　
２　会場　宮崎県市町村職員共済組合　ひまわり荘（大会議室）
３　対象　企業・団体等に勤務し、代表者の推薦を受けた方
４　内容
　　○講演「ハンセン病について考える」（星塚敬愛園の方）
　　○講演「ハラスメントの防止」（アトリエエム株式会社　三木啓子氏）
　　○講義「正しい採用選考のために」（宮崎県労働政策課）
　　○講演「職場のメンタルヘルスと人権」（宮崎県精神保健福祉センター所長　渡路子氏）
　　○講義 ･ 演習「職場のコミュニケーションと人権」（じんけん楽習塾　大谷眞砂子氏）
　　○講演「外国人の人権」（まちんなか国際交流会　副事務局長　髙栁香代氏）
　　○講演「企業における人権尊重」（JX日鉱日石エネルギー（株）人事部　荻原剛氏）
５　受講料　無料
６　申　込　宮崎県人権啓発センター　TEL （0985）32-4469

同和問題とは
　被差別部落や、同和地区などと呼ばれる地域の出身であることや、そこに住んでいるということを理由に、

社会生活において様々な差別を受けることがあるという、重大な人権問題です。

　具体的には、同和地区出身であることを理由に就職に際し不利益な取扱を受けたり、結婚を反対されたり、

日常の付き合いを避けられたりという差別や、就職・教育の機会均等が実質的には保障されないことによっ

て、収入や教育水準、生活環境などの面で較差が存在するなどの問題があります。　

　国及び地方公共団体では、これらの差別を解消するために各種事業や教育・啓発に取り組んできました。

これらの取組みにより、生活環境などの較差は改善しましたが、差別意識の解消という点では、インターネッ

トで同和地区の所在地や同和問題に関する差別的な書き込みが行われたり、司法書士等が資格を悪用して入

手した戸籍謄本などを調査会社に横流ししたりするといった問題が起こるなど、依然として課題が残されて

います。

私たちはどうすればいいのでしょう
　私たち一人ひとりが同和問題を正しく理解するとともに、身近な生活の場（家庭、職場、地域社会）で、

人権尊重の意識を高めていくことが大切です。

家庭では
　家族とのふれあいを通じて、豊かな情操や思いやり、生命を大切にする心、善悪の判断、生活習慣やマナー

を身につけましょう。人権問題について学んだことを、家族の中で話し合いましょう。

職場では
　様々な人権問題についての研修を積極的かつ計画的に行い、誰もが働きやすい明るい職場づくりに努めま

しょう。従業員を採用するに当たっては、一貫して人権を尊重し、公正に行いましょう。

地域社会では
　様々な人々との関わりや交流を通じて、地域社会の絆を強め、他者に対する思いやりの心や、一人ひとり

が個人として大切にされるという人権尊重の精神を育みましょう。



8



　日常生活において、人権の観点から「これってヘンじゃない？」という疑問や違和感を持った出来事はありま
せんか？
　宮崎県人権啓発推進協議会では、県民のみなさんに、身近なところから人権について考えていただくための題
材を募集しています。
　優秀作品は、啓発パネルやテレビＣＭなどの素材として、活用させていただきます。
　みなさんの貴重な「気づき」をお待ちしています。

（募集内容）
　①募集テーマ
　　日常生活において、「これってヘンじゃない？」と感じた出来事。
　※宮崎県人権ホームページには、これまでテレビ CM で取り上げた「これってヘンじゃない？」を掲載してい
　　ますので、参照してください。
　②応募対象
　　県内に居住している方、もしくは県内の事業所・学校に在勤・在学の方。
　③応募規定
　　 簡潔な文章（形式・字数は問いません。）、又は簡単なイラストに表現し、必要事項、（氏名（ふりがな）、年齢、

郵便番号、住所、電話番号）を明記の上、郵送、FAX、電子メール、持参により応募してください。

（募集期限）平成23年10月21日（金）（当日消印有効）

（受賞区分）優秀作品５点以内（受賞者には、図書カードを贈ります。なお、同種の作品が複数ある場合には、抽
　　　　　  選で１名に決定します。）

（審　　査） 宮崎県人権啓発推進協議会事務局において審査を行います。

（発　　表）受賞者に通知するほか、優秀作品を宮崎県人権ホームページに掲載します。（平成 23 年 12 月頃）

（そ の 他）
　①一人何点でも応募できます。
　②優秀作品の著作権は、主催者に帰属します。
　③ 優秀作品については、主催者及び県において、啓発パネルの素材として用いるほか、様々な人権啓発事業に

活用されますが、その応募者は何ら権利を主張しないものとします。
　④応募作品は返却しません。
　⑤受賞者の氏名は公表しません。
　⑥ いただいた個人情報は、本募集に関する通知、賞品の発送及び応募状況把握等、本業務に関すること以外に

は使用しません。

（応募先・問合せ先）
　〒 880-8501　宮崎市橘通東 2-10-1 県庁８号館６階
　宮崎県人権啓発推進協議会（事務局：宮崎県県民政策部人権同和対策課）
　TEL (0985)32-4469　FAX (0985)32-4454　E-mail  jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp

　宮崎県人権啓発推進協議会では、人権をテーマにしたエッセイ等を募集しています。
　作品を書くことで、人権を身近なものとして捉え直すきっかけにしてみませんか。
　優秀作品は、地域情報紙への掲載など、人権啓発資料として活用させていただきます。

「これってヘンじゃない？」題材募集

「人権に関するメッセージ」募集
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（募集内容）
　①募集テーマ
　　 「相手を思いやること」や「それぞれの個性を認め合うこと」の大切さ、「差別や偏見について考えていること」

など、人権に関するもの。
　②応募規定
　　800 字以内のエッセイ又は体験談で、未発表・未投稿の自作の作品であること。
　③応募対象
　　県内に居住している方、もしくは県内の事業所・学校に在勤・在学の方。（ただし、児童・生徒は除きます。）
　④応募方法
　　 必要事項（表題、氏名（ふりがな）、年齢、郵便番号、住所、電話番号）を明記の上、郵送、FAX、電子メール、

持参により応募してください。

（募集期限）平成23年９月30日（金）（当日消印有効）

（審　　査）宮崎県人権啓発推進協議会事務局において審査を行います。

（受賞区分）優秀作品５点以内（受賞者には、ギフトカードを贈ります。）

（発　　表）受賞者に通知するとともに、宮崎県人権ホームページに掲載します。（平成 23 年 10 月頃）

（そ の 他）
　①応募作品は一人１点とします。
　②優秀作品の著作権は、主催者に帰属します。
　③ 優秀作品については、主催者及び県において、各種啓発媒体に活用されますが、その応募者は何ら権利を主

張しないものとします。
　④応募作品は返却しません。
　⑤ 受賞者の氏名は原則として公開します。匿名を希望される方は、応募時にその旨を明記してください。
　⑥ いただいた個人情報は、本募集に関する通知、賞品の発送及び応募状況把握等、本業務に関すること以外に

は使用しません。

（応募先・問合せ先）
　〒 880-8501　宮崎市橘通東 2-10-1 県庁８号館６階
　宮崎県人権啓発推進協議会（事務局：宮崎県県民政策部人権同和対策課）
　TEL (0985)32-4469　FAX (0985)32-4454　E-mail  jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp
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10月１日(土)～10月23日(日)
宮崎市内各会場で開催！
　宮崎県人権啓発推進協議会では、人権に関する
取組をしている団体等が活動を紹介したり、他の
団体や県民のみなさんとの交流を深める「広場」
として、「みんなの人権！思いやり交流プラザ
2011」を開催します。
　本県出身の米良美一さんの講演をはじめ、NPO
法人等によるワークショップや「ジンケンジャー」
が登場するミニステージ、物産展など、多彩な企
画を用意しています。
　詳しい内容については、随時、宮崎県人権ホー
ムページでお知らせします。

　「じんけんの風」を継続的に読みたい！という県
民のみなさんに、無料でお届けします。
　詳しくは、本誌綴じ込みのアンケートはがきの
台紙をご覧の上、お申し込みください。

（問合せ・申込み先）
〒 880-8501
宮崎市橘通東 2-10-1 県庁８号館６階
宮崎県県民政策部人権同和対策課
TEL (0985)32-4469
FAX (0985)32-4454
E-mail  jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp

みんなの人権！思いやり交流プラザ 2011 「じんけんの風」個人読者会員の募集




